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■ ■津山ゆかりの刀剣再現ブロジェク津山ゆかりの刀剣再現ブロジェク ﾄが進行中！ﾄが進行中！

津山市では、先人から受け継がれた歴史文化に対する誇りの醸成を図り、地域の活性化と観
ゆうぎひでやす

光のまちづくり推進の一環として、徳川家康の次男である結城秀康の流れを汲む津山藩主松平
どうじぎりやすつな いしだまさむね

家に伝わった名刀「童子切安綱」と「石田正宗」の再現プロジェクトを進めています。この2振の

写し刀は今年度中に出来上がり、4月に再オープンする当館において、一般にお披露目する予定

ですので、ご期待ください。

「童子切安綱」「石田正宗」とは？

「童子切安綱」は国宝､「石田正宗」は国の重要文化財に指定され、いずれも現在は東京国立

博物館が所蔵しています｡｢童子切安綱」は平安時代の伯耆の刀工・安綱が手掛けた最高傑作で、
みなもとのよりみつ しゅてんどうじ

源頼光が怪物・酒呑童子の首を切り落としたという伝承がその名の由来です。「石田正宗」は鎌

倉時代の名工・正宗の作で、もとは石田三成が所蔵していました。関ケ原の合戦前に三成を結

城秀康が護送した時、そのお礼に三成が秀康に贈ったものです。

一

国宝：童子切安綱 重文：石田正宗

（いずれも東京国立博物館蔵、Image :TNMImageArchives)

写し刀とは？

実物の刀をなぞらえて、その形状や外観などを模倣して精巧に作られた刀を写しと呼び、単に

模造して作ったレプリカや贋作などとは区別されます。刀工自身が技能の研鐙のために、名工の

作風にならって作ることもあります。

今回の再現に携わる刀匠は？
みかみさだなお

「童子切安綱」の再現には全日本刀匠会の顧問で広島県重要無形文化財保持者の三上貞直氏、
みやいりこざえもんゆきひら

｢石田正宗」の再現には全日本刀匠会会長の宮入小左衛門行平氏が、それぞれ携わられます。

いずれも今の日本を代表する優れた刀匠です。
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■企画展企画展 ■｢天華百剣と名刀写し展」 を開催します催

どうじぎりやすつな いしだまさむね

刀剣再現プロジェクトで作成された名刀「童子切安綱」および｢石田正宗」の写し刀をのお披
てんかひやつけん

露目と、再オープン記念の企画展として人気コンテンツ「天華百剣」と童子切安綱」「石田正宗」

の写し刀とをコラボレーションさせた展覧会｢天華百剣と名刀写し展」を開催します。この展覧会

には上記2点の写し刀と合わせて全国の名刀の写し刀も展示いたします。どうぞご期待ください。

/グー二言、
、
、

【会場】当館3階展示室

【会期】令和2年4月1日㈱
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博
打
は
現
在
の
日
本
で
も
違
法
で
す
が
、

江
戸
時
代
に
も
基
本
的
に
違
法
で
し
た
。

し
か
し
、
『
津
山
市
史
』
第
４
巻
に
よ
る
と
、

。
（
町
方
諸
事
）
以
後
留
」
（
町
大
年
寄
玉

置
家
文
書
）
の
記
述
に
は
寛
政
二
年
（
一
七

九
○
）
頃
か
ら
町
内
で
の
博
変
（
博
打
）

処
罰
の
記
事
が
見
え
始
め
、
碁
・
将
棋
・

双
六
の
賭
勝
負
が
流
行
る
な
ど
と
あ
る
。
」

と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
、
町
奉
行

や
郡
代
の
日
記
な
ど
の
記
録
を
見
て
も
、
博

変
関
連
の
記
事
が
次
第
に
増
え
て
き
て
お

り
、
庶
民
の
間
で
博
変
が
次
第
に
流
行
し
て

い
た
よ
う
で
す
。
こ
の
様
な
風
潮
を
防
ぐ
た

め
か
、
津
山
藩
は
、
文
化
三
年
（
一
八
○
六
）
、

佐
藤
八
郎
左
衛
門
と
い
う
人
物
を
「
博
変

吟
味
方
懸
り
」
と
い
う
役
職
に
任
命
し
、

博
変
事
案
に
つ
い
て
担
当
さ
せ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
こ
れ
以
降
、
町
奉
行
や
郡
代
の
日

記
に
は
「
博
変
吟
味
方
」
や
「
博
変
吟
味

方
佐
藤
八
郎
左
衛
門
」
と
い
う
単
語
が
度
々

出
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ

の
「
博
突
吟
味
方
懸
り
」
に
つ
い
て
は
、
残

さ
れ
た
資
料
が
少
な
く
、
ど
の
組
織
に
属
し
、

組
織
内
で
は
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
っ
た
か
、

ま
た
、
具
体
的
な
職
務
内
容
は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
な
ど
、
現
状
で
は
よ

く
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ

の
稿
で
は
、
業
務
上
密
接
に
関
係
し
て
い
た

は
じ
め
に
津
山
藩
の
博
変
吟
味
方
懸
り

ま
ず
博
変
吟
味
方
懸
り
に
任
命
さ
れ
た

佐
藤
八
郎
左
衛
門
の
身
分
か
ら
、
こ
の
役

職
の
格
式
を
考
え
て
み
ま
す
。
津
山
藩
の

家
臣
は
仕
え
た
時
期
か
ら
大
き
く
分
け
て

「
譜
代
」
、
「
古
参
」
、
「
新
参
」
と
い
う
家
筋

と
そ
れ
に
見
合
っ
た
家
の
格
式
が
あ
り
、
格

式
に
見
合
っ
た
役
職
を
務
め
て
い
ま
し
た
。

も
し
、
家
の
格
式
以
上
の
職
を
勤
め
る
場

合
は
、
そ
の
職
の
格
式
に
準
ず
る
格
式
に
上

げ
ら
れ
職
務
を
務
め
る
と
い
う
形
を
と
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
藩
士
の
勤
務
履
歴
が

書
か
れ
て
い
る
「
勤
書
」
を
見
て
み
る
と
、

こ
の
家
は
「
士
分
新
参
並
」
と
い
う
家
筋
に

載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
士
分
新
参
並
と

い
う
筋
は
、
元
々
士
分
以
下
の
家
で
し
た
が
、

歴
代
の
功
績
に
よ
り
、
慶
応
三
年
（
一
八
六

七
）
に
士
分
に
引
き
上
げ
ら
て
い
ま
す
。
家

格
に
つ
い
て
は
、
八
郎
左
衛
門
が
博
変
吟
味

方
懸
り
に
任
命
さ
れ
た
当
時
の
家
格
は
勤

書
に
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
父
親
が
跡
式
を
継
い
だ
時
点
で
は
、
「
大

役
人
」
の
家
格
で
あ
り
、
や
は
り
士
分
以

下
で
し
た
。
し
か
し
、
八
郎
左
衛
門
は
優

秀
な
人
材
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
後
に
は
預
所

博
変
吟
味
方
懸
り
の
格
式

と
思
わ
れ
る
町
奉
行
や
郡
代
の
日
記
な
ど
か

ら
、
そ
の
博
変
吟
味
方
懸
り
に
つ
い
て
調
べ

て
み
ま
す
。

次
に
、
記
録
か
ら
職
務
に
つ
い
て
見
て
み

ま
す
。
佐
藤
八
郎
左
衛
門
が
博
変
吟
味
方

懸
り
に
任
命
さ
れ
た
日
の
「
郡
代
日
記
」

を
見
る
と
「
市
郷
井
寺
社
へ
八
郎
左
衛
門

博
変
吟
昧
懸
り
被
仰
付
候
故
」
ｆ
と
あ
り
、

こ
の
役
目
の
担
当
区
域
は
城
下
、
農
村
、

寺
社
な
ど
各
行
政
の
担
当
区
域
を
ま
た
が

り
領
内
全
域
に
及
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
ま
た
、
町
奉
行
日
記
に
は
「
左
之

も
の
共
博
変
吟
味
方
二
て
昨
日
召
捕
吟
味

中
手
鎖
懸
ケ
組
合
預
ケ
申
付
置
候
由
之

処
」
注
４
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
博
変
吟
味

方
懸
り
独
自
で
、
容
疑
者
を
逮
捕
す
る
権

限
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
一
方

で
は
、
「
目
明
金
吾
義
博
癸
吟
味
方
へ
度
々

博
変
吟
味
方
懸
リ
の
職
務

奉
行
に
任
命
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
家
格
を
「
番

外
」
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
少
な
く
と
も
こ
の
時
の
家
格
は
番
外
以
下

と
な
り
ま
す
。
常
町
奉
行
は
「
物
頭
」
、
寺

社
取
次
は
「
使
番
」
、
郡
代
は
「
番
外
」

格
が
勤
め
る
役
職
で
す
。
「
番
外
」
格
ま
で

が
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
の
長
の
立
場
と
な
り
ま

す
の
で
、
こ
の
こ
と
か
ら
博
変
吟
味
方
懸
り

の
役
目
は
ど
の
組
織
の
下
で
あ
っ
た
か
は
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
文
字
通
り
博
変
事
案
に

特
化
し
た
一
部
局
の
係
の
よ
う
な
位
置
で
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
管

罷
出
候
付
酒
代
と
し
て
銀
札
三
拾
匁
關
所

物
之
内
方
取
計
可
申
哉
相
伺
候
処
」
注
ｓ
と

か
、
「
博
変
吟
味
方
へ
町
目
明
共
出
役
之
節

弁
当
入
候
節
之
分
ハ
役
筋
方
相
渡
呉
候
様

佐
藤
八
郎
左
衛
門
方
申
間
候
得
共
」
注
６
と

も
記
さ
れ
て
お
り
、
博
変
吟
味
方
懸
り
に
は
、

配
下
と
し
て
探
索
や
捕
縛
を
す
る
人
間
が
い

な
か
っ
た
の
か
若
し
く
は
十
分
に
配
置
を
さ

れ
て
お
ら
ず
、
町
奉
行
な
ど
に
実
働
部
隊
を

頼
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

推
測
さ
れ
ま
す
。

捕
縛
後
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
郡
代
日

記
に
は
「
太
田
村
伝
六
悴
伝
吉
博
変
参
会
吟

味
方
二
而
口
書
取
極
差
出
候
二
付
伝
吉
儀
ハ

五
十
敲
帰
村
其
外
受
役
之
御
裁
許
伺
御
用

番
中
へ
差
出
候
処
即
刻
御
間
届
」
、
翌
日
の

国
元
日
記
に
は
「
左
之
通
取
計
候
段
町
奉
行

郡
代
方
相
届
之
（
中
略
）
太
田
村
伝
六
悴

伝
吉
五
十
敲
帰
村
右
は
博
変
致
参
会

不
届
二
付
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
注
７
ま
た
、

町
奉
行
日
記
に
は
「
東
新
町
作
人
佐
平
義

博
変
吟
味
方
二
而
口
書
取
極
差
出
候
二
付

伺
書
御
用
番
中
へ
差
出
置
」
注
８
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
も
、
博
突
吟
味
方

懸
り
は
捕
縛
後
に
取
り
調
べ
を
行
い
、
口
書

（
供
述
調
書
）
を
取
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で

が
職
務
の
範
囲
で
、
そ
こ
か
ら
以
後
、
藩
上

層
部
へ
の
量
刑
に
つ
い
て
の
伺
い
や
、
刑
の
執

行
な
ど
は
、
町
奉
行
や
郡
代
な
ど
が
今
ま
で

通
り
行
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

梶
村
明
慶

4
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約
十
年
ほ
ど
で
無
く
な
っ
た
役
職
で
す

が
、
こ
の
博
変
吟
味
方
は
博
変
の
増
加
に

手
を
焼
い
た
藩
の
一
つ
の
試
み
で
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

以
上
、
博
変
吟
味
方
懸
り
に
つ
い
て
少
し

見
て
き
ま
し
た
。
こ
の
役
職
は
、
最
初
に
任

命
さ
れ
て
ま
も
な
い
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）

に
、
前
述
し
た
佐
藤
八
郎
左
衛
門
の
転
役

に
よ
り
欠
役
と
な
り
ま
す
。
注
９
藩
の
上
層
部

か
ら
町
奉
行
、
郡
代
へ
以
後
は
元
の
よ
う
に
、

そ
れ
ぞ
れ
で
厳
し
く
博
変
を
取
り
締
ま
る
よ

う
に
と
命
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

注
ｌ
津
山
藩
松
平
家
文
書
勤
書

「
士
分
新
参
並
中
」

注
２
『
津
山
市
史
』
第
四
巻

近
世
Ⅱ
ｌ
松
平
藩
時
代
ｌ

注
３
津
山
藩
松
平
家
文
書

「
郡
代
御
用
日
記
」

文
化
三
年
十
二
月
一
日

注
４
津
山
藩
松
平
家
文
書

「
町
奉
行
日
記
」

文
化
四
年
一
月
二
十
九
日

注
５
津
山
藩
松
平
家
文
書

「
町
奉
行
日
記
」

文
化
五
年
十
二
月
二
十
七
日

注
６
津
山
藩
松
平
家
文
書

「
町
奉
行
日
記
」

文
化
五
年
十
二
月
二
十
八
日

注
７
津
山
藩
松
平
家
文
書

「
郡
代
日
記
」

文
化
五
年
十
一
月
二
十
五
日

「
国
元
日
記
」

文
化
五
年
二
月
三
日

注
９
津
山
藩
松
平
家
文
書

文
化
五
年
十
一
月
二
十
六
日

注
８
津
山
藩
松
平
家
文
書

(表6）格式 役職 表 （享保11年分限帳10万石時代による）

格 式 人数 役 職 格 式｜人数｜ 役 職 「
国
元
日
記
」

文
化
十
二
年一年

「
町
奉
行
日
記
」

家
中

老
老

城代家
老
一
年
寄
一
頭

小従人 大坂蔵奉行・御茶道・

小勘者・座倣奉行・料

理人・次祐筆・台所目

付

5 38組
付
（
以
上
士
格
）

年
用

寄
人

添城代9

三
月
十
六
日

奏 者

大番頭

小性頭

大目付

中奥頭

小従人頭

歩行頭

小従人組2組(25人）３
６
２
１
５
２
３

１

大役人 小勘者・次祐筆・帳付

料理人・御櫛上・大工

棟梁・大納戸・紙納戸

坊主頭・絵師・火之番

十分一役・荒物方・勘

定方・勝手方

40

|物 御筬奉行・留守居・町

奉行・持筒頭・持弓頭

御先手・長柄奉行

頭
一
一
合
一
一
番

小役人 御蔵渡方・大坂蔵役・

鉄砲張・台師・金具師

矢師・細工方・紙漉・

帳付・皿村煙硝蔵番・

御庭方・中間頭・小桁

船改・薪奉行・御馬爪

髪役・御金番・膳方・

賄方・春屋・塩噌干物

方・荒物方・酒方・掃

除奉行・椀方・進物方

作事方・作事目付・台

所目付・座敷番・勘定

方

19 127

分濤
3

御蔵奉行・勘定奉行・

大坂留守居・寺社取次

29

番外頭分 御船奉行・切支丹奉行

大番組頭・中奥組頭・

小従人組頭

郡代・山奉行・巡上奉

行・鉄砲改武具奉行・

作事奉行・御金払方・

御金奉行・小納戸・大

勘者

15

番

｜ 番外 20

外

歩 行’ 361歩行目付.平歩行
御前坊主・家老坊主・

小納戸坊主・総坊主

小納戸・膳番・刀番

平小性(26人）

坊 主小性組 3333

中奥目付・祐筆・御蔵

目付・医師・御匙

計 ’ 628中奥組組 79

草履取・長刀持・大道

具物・傘持・中間小頭

中間部屋頭・中間

御手廻り

（江戸）

199

足
軽

中奥組3組(49人）

代官・町代官・寺社取

次・徒(歩行)組頭・次

祐鉦・小勘者・台所見

習・蔵目付・御乗馬・

馬医・馬別当

大番組 110

足軽・蒲の者・杖突中

間・御蔵方中間(秤目）

太鼓打中間

御国方 139

中
間|傭｜ ’ 足軽･中間

計

338

大番組5組(84人）

『津山市史j第4巻より

5
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当
館
に
は
、
愛
山
文
庫
と
呼
ば
れ
る
文
書

群
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
愛
山
文
庫
と
は
、
旧

津
山
藩
主
松
平
家
に
保
存
さ
れ
て
い
た
藩

政
文
書
、
和
書
漢
籍
類
の
総
称
で
あ
る
。
中

で
も
、
藩
政
文
書
や
松
平
家
の
記
録
は
「
津

山
藩
松
平
家
文
書
」
と
い
う
名
称
で
県
の
指

定
重
要
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
。
文
庫
名
に

な
っ
て
い
る
「
愛
山
」
と
は
、
愛
山
文
庫
の
文

書
群
が
収
蔵
さ
れ
て
い
た
松
平
家
の
土
蔵
が

あ
っ
た
一
帯
の
呼
び
方
で
あ
り
、
現
在
の
地
蔵

院
（
津
山
市
小
田
中
）
の
周
辺
に
該
当
す
る
。

こ
の
一
帯
に
は
、
土
蔵
の
他
に
、
松
平
慶
倫
の

廟
所
や
東
照
宮
、
宕
々
庵
と
呼
ば
れ
る
建
物

が
あ
っ
た
・
今
で
も
、
第
九
代
藩
主
松
平
慶

倫
墓
所
の
唐
門
に
は
「
愛
山
」
の
扁
額
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
蔓
ｌ
）
。

愛
山
文
庫
に
つ
い
て
は
、
文
書
・
和
書
漢

籍
類
と
も
に
目
録
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
当

館
で
毎
年
翻
刻
・
刊
行
し
て
い
る
「
町
奉

行
日
記
」
も
そ
の
資
料
群
の
中
の
一
つ
で
あ

る
。

し
か
し
、
文
書
類
が
保
管
さ
れ
て
い
た
松

平
家
の
土
蔵
は
既
に
取
り
壊
さ
れ
て
お
り
、

宕
々
庵
も
だ
ん
じ
り
倉
庫
に
姿
を
変
え
て
し

ま
っ
た
。
現
在
は
、
愛
宕
堂
と
東
照
宮
（
現

地
蔵
院
の
本
堂
）
が
残
っ
て
い
る
も
の
の
、

元
々
東
照
宮
が
あ
っ
た
場
所
に
は
幼
稚
園
の

建
物
が
あ
り
、
愛
山
と
呼
ば
れ
て
い
た
周
辺

か
ら
当
時
の
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
は
で
き

な
い
。 愛

山
の
旧
観
に
つ
い
て
の
一
考
察

前
述
の
通
り
、
こ
の
愛
山
と
い
う
場
所
は
、

第
九
代
藩
主
松
平
慶
倫
と
そ
の
妻
の
廟
が

あ
る
場
所
で
あ
る
。
し
か
し
、
慶
倫
以
前
の

藩
主
は
愛
山
で
は
な
く
、
泰
安
寺
（
津
山

市
西
寺
町
）
を
菩
提
寺
と
し
て
祀
ら
れ
て
い

る
。
な
ぜ
慶
倫
の
み
こ
の
地
に
廟
所
が
あ
る

愛
山
廟
の
位
置

ま
た
、
関
係
資
料
に
つ
い
て
も
、
現
段
階

で
は
十
分
な
数
を
確
認
で
き
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
本
稿
で
は
、
『
明
治
四
年
愛

山
廟
司
伺
書
扣
』
（
津
山
藩
松
平
家
文
書

開
‐
旨
）
を
基
本
資
料
と
し
て
、
愛
山
の

旧
観
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
（
以
下
、
特
に

注
記
の
な
い
場
合
は
当
資
料
に
依
拠
す
る
）
。

の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
今

回
愛
山
に
つ
い
て
の
検
討
を
行

う
に
あ
た
っ
て
、
疑
問
を
抱
い

た
点
で
あ
っ
た
。

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
廃

藩
置
県
直
後
の
七
月
、
最
後

の
津
山
藩
主
松
平
慶
倫
は
病

の
た
め
こ
の
世
を
去
っ
た
。
慶

倫
の
死
後
す
ぐ
に
出
さ
れ
た

「
慎
由
公
神
葬
祭
建
白
害
」

に
よ
る
と
、

祭
政
一
致
の
御
趣
意
に
て
、

臣
民
と
も
に
神
道
葬
祭
を
一

般
と
す
る
よ
う
に
通
達
さ

<言う
● ●

巾
。

滝室

届
咽
合
，

ノ

令

一
〒
Ｕ
、
、
割
宜
逐
竜

れ
、
神
事
は
日
に
興
張
し
、
仏
事
は
月

に
衰
廃
す
る
時
代
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
通

り
の
葬
祭
を
行
い
、
万
一
廃
仏
等
の
動
き

が
あ
り
、
取
扱
い
が
難
し
く
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
は
心
苦
し
い
。
つ
い
て
は
、
新
正

四
位
様
（
慶
倫
）
の
葬
儀
は
神
式
を
採

用
し
て
ほ
し
い
（
候
文
の
原
文
を
筆
者
が

口
語
訳
）
。

と
あ
る
。
こ
の
建
白
書
を
受
け
て
、
慶
倫
の
葬

儀
は
神
式
に
決
定
し
、
愛
山
東
照
宮
の
側
に

廟
が
造
ら
れ
た
註
（
２
）
。

慶
倫
の
廟
所
が
愛
山
に
設
け
ら
れ
た
理

由
は
わ
か
っ
た
が
、
も
う
一
点
不
思
議
な
点

が
あ
る
。
そ
れ
は
、
廟
所
の
配
置
で
あ
る
。

資
料
内
に
あ
る
絵
図
を
見
て
い
る
と
、
慶
倫

の
廟
は
地
蔵
院
・
東
照
宮
か
ら
独
立
し
た

Ｑ

‘

里

、

静
0･

9画 あ

I
一

二

図｜ 「御神忌之節の図」部分
(津山藩松平家文書C514-2)

真二~7－
－
４

－
‐
‐
Ｉ
Ｉ
ｌ
０
ｌ
Ｉ
１
１
１
４

’

配
置
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
、
こ
れ
は
現

在
も
変
わ
ら
な
い
。

配
置
に
関
し
て
、
廟
所
に
玉
垣
が
設
置

さ
れ
た
記
述
が
あ
っ
た
。
設
置
の
理
由
と
し

て
、
廟
所
の
門
を
開
け
て
い
る
と
、
門
の
外

か
ら
廟
を
見
通
せ
て
し
ま
う
。
そ
れ
を
防
ぐ

た
め
、
玉
垣
を
設
け
、
同
時
に
番
人
の
詰

所
と
防
火
道
具
入
れ
も
用
意
し
た
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
東
側
に
板
塀
ま

で
設
置
し
て
お
り
、
通
り
か
ら
も
廟
所
の
様

子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
し

て
い
る
。

ま
た
、
図
Ｉ
と
図
Ⅱ
は
同
じ
場
所
の
絵

図
だ
が
、
図
Ｉ
は
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
、

図
Ⅱ
は
明
治
四
年
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ

る
。
図
Ｉ
に
は
、
赤
枠
で
示
し
た
通
り
廟
所

の
敷
地
か
ら
東
照
宮
へ
抜
け
ら
れ
る
階
段
が

あ
る
の
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
図
Ⅱ
の
同
じ

、
１
１
１

４
″

綾
乃L

図1l慶倫廟所の絵図
(『明治四年愛山廟司伺書扣』津山藩松平家文書F5-20より）
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宕
々
庵
と
は
、
か
っ
て
旧
津
山
藩
主
松
平

家
の
別
邸
や
事
務
所
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

る
建
物
で
あ
る
。
ま
た
、
作
家
の
谷
崎
潤
一

郎
が
戦
時
中
津
山
へ
疎
開
し
た
際
に
生
活
し

た
場
所
で
も
あ
る
が
、
現
在
は
取
り
壊
さ
れ
、

跡
に
は
だ
ん
じ
り
倉
庫
が
建
っ
て
い
る
。

こ
の
宕
々
庵
の
建
設
に
つ
い
て
、
資
料
の

明
治
四
年
十
一
月
に
そ
の
記
述
が
あ
っ
た
。

「
御
廟
所
守
居
宅
之
雅
名
文
学
家
へ
相
談
仕

候
処
愛
宕
之
宕
字
ヲ
採
り
宕
々
庵
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
建
設
当
初
は
松

平
家
廟
所
守
の
居
宅
に
予
定
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
宕
々
庵
と
い
う
名
前

の
由
来
に
つ
い
て
も
、
愛
宕
の
宕
の
字
を
と
っ

て
「
宕
々
庵
」
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
と
が
わ

か
る
。宕

々
庵
建
設
に
関
連
す
る
記
事
を
見
て
い

る
と
、
興
味
深
い
内
容
が
記
さ
れ
て
い
た
。

宕
々
庵
は
愛
山
の
敷
地
内
に
新
築
し
た
の
で

は
な
く
、
「
新
御
殿
」
、
「
新
御
屋
形
」
か
ら

建
物
を
移
築
し
、
庭
石
や
植
木
も
愛
山
に

移
動
し
た
、
と
あ
る
。
こ
の
「
新
御
殿
」
、
「
新

御
屋
形
」
に
つ
い
て
、
二
通
り
の
表
現
が
な

宕
々
庵
の
建
設

場
所
に
は
そ
の
よ
う
な
階
段
の
表
記
が
見
ら

れ
ず
、
廟
所
か
ら
直
接
東
照
宮
へ
抜
け
ら
れ

な
い
よ
う
に
見
え
る
。

慶
倫
の
廟
が
独
立
し
た
配
置
に
な
っ
て
い

る
の
は
明
ら
か
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
が
格
式

を
強
調
す
る
た
め
な
の
か
、
東
照
宮
へ
の
参

拝
経
路
を
変
更
し
た
た
め
な
の
か
、
そ
の
意

図
を
裏
付
け
る
も
の
は
な
く
、
現
段
階
で
は

定
か
で
は
な
い
。

さ
れ
て
い
る
が
、
同
一
の
資
料
内
で
も
書
き

手
が
異
な
る
た
め
、
両
者
は
同
じ
建
物
を

指
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、

こ
れ
ら
は
具
体
的
に
何
を
指
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。

こ
の
当
時
で
御
殿
や
御
屋
形
と
呼
ば
れ

う
る
建
物
と
い
え
ば
、
慶
倫
の
下
御
殿
（
現

在
の
文
化
セ
ン
タ
ー
の
場
所
に
あ
っ
た
と
さ

れ
る
）
だ
ろ
う
か
。
こ
の
下
御
殿
は
全
焼
し
た

の
ち
、
明
治
二
年
二
八
六
九
）
に
再
建
さ
れ
て

い
る
た
め
、
宕
々
庵
の
建
設
時
は
築
約
二
年

と
い
う
こ
と
に
な
る
註
（
３
）
・
築
二
年
で
あ
れ

ば
、
「
新
」
と
呼
ん
で
も
差
し
支
え
は
な
い
よ

う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
慶
倫
の
下
御
殿
を
わ

ざ
わ
ざ
「
新
御
殿
」
な
ど
と
呼
ぶ
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
明
治
三
年
に
作
成
さ
れ
た
「
津
山

城
内
御
殿
及
山
下
士
邸
略
図
」
を
見
る
と
、

宮
川
に
面
し
た
位
置
に
「
御
新
館
世
子
康

倫
公
御
住
居
」
と
書
か
れ
た
場
所
が
あ
る

（
図
Ⅲ
）
。
加
え
て
康
倫
は
、
明
治
四
年
七
月

に
慶
倫
が
死
去
し
た
約
二
か
月
後
、
津
山
を

発
っ
て
東
京
へ
移
っ
て
お
り
、
こ
の
段
階
で
は

誰
も
住
ん
で
い
な
い
こ
と
に
な
る
聾
４
）
・
さ
ら

に
、
『
津
山
誌
』
の
慶
倫
屋
敷
に
つ
い
て
の
項

目
に
お
い
て
、
「
九
月
嗣
子
従
四
位
康
倫
帰

京
の
後
之
を
段
つ
」
と
あ
り
、
こ
れ
が
屋
敷
を

愛
山
に
移
転
さ
せ
た
た
め
で
な
い
と
す
れ

ば
、
宕
々
庵
の
建
設
が
計
画
さ
れ
た
明
治
四

年
士
月
に
は
、
慶
倫
の
屋
敷
は
存
在
し
な
い

こ
と
に
な
る
典
５
）
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
言
う

「
新
御
殿
」
、
「
新
御
屋
形
」
は
、
康
倫
の
居
所

を
指
し
て
い
る
と
す
る
の
が
妥
当
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。

「
新
御
殿
」
、
「
新
御
屋
形
」
か
ら
庭
石
や

植
木
を
移
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
宕
々
庵
に

数
の
資
料
が
あ
る
が
、
愛
山
の
旧
観
に
つ
い

て
の
も
の
は
、
ま
だ
十
分
と
い
え
る
ほ
ど
確

認
で
き
て
お
ら
ず
、
明
確
な
結
論
は
出
せ
て

い
な
い
。
今
後
も
資
料
の
収
集
と
検
討
を

行
い
、
興
味
深
い
資
料
の
紹
介
や
、
研
究

の
成
果
を
報
告
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
。

は
立
派
な
庭
が
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
。
そ
の
風
貌
か
ら
、

別
邸
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
よ

り
一
層
強
く
な
っ
た
よ
う
に

も
思
わ
れ
る
。
建
物
も
取

り
壊
さ
れ
、
当
時
の
面
影

を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
は
非
常
に
残
念
で

あ
る
。宕

々
庵
に
つ
い
て
、
単
純

に
松
平
家
の
別
邸
・
事
務

所
と
し
て
想
定
し
て
い
た

が
、
当
初
廟
所
守
の
居
宅

で
あ
っ
た
も
の
が
、
後
に
松

平
家
の
事
務
所
と
し
て
の

機
能
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の

は
、
今
後
も
重
要
視
し
て

い
く
べ
き
点
で
あ
る
。

愛
山
文
庫
に
は
膨
大
な

数
の
資
料
が
あ
る
が
、
愛
川

T註
L一一

津
山
郷
士
博
物
館
『
愛
山
文
庫

目
録
津
山
松
平
藩
文
書
の
部
』

言
津
山
郷
士
博
物
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要
』
第

三
号
、
一
九
九
一
年
）
、
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立
津
山

郷
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館
「
愛
山
文
庫
目
録
和

書
・
漢
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部
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含
津
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一
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図1I1 「津山城内御殿及山下士邸略図」
（『津山温知会誌』第2編より）
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当館の耐震改修工事も大詰めを迎え、かなり完成に近づいています。
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耐震改修工事のため、約2年間休館し、ご迷惑をおかけいたしておりましたが、

令和2年4月1日より再オープンする運びとなりました。

再オープン記念の企画展や秋の企画展、古文書講座などを

計画しておりますので、どうぞご期待ください。

ノ

鰯：博土瀞瀧纒鴬。 休館中のご案内

【資料閲覧】

閲覧可能日月曜日～金曜日(要予約）

(祝日･年末年始は除く)の午前9時～午後5時

【頒布資料について】

当館発行の頒布資料につきましては､原則郵便にて受け付けま

す｡詳細はお問合せください。

P 4 4 4 炉 呵伊 弓 削 弓 削

[編集･発行］津山郷土博物館

〒708-0022岡山県津山市山下92

Tel (0868)22-4567 Fax(0868)23-9874

E-mail tsu-haku@tvtne.jp

[印 刷］有限会社弘文社

土は、津山松平藩の槍印で剣大といい、現在津山市の市章となっています。
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